
本社所在地：大阪市中央区道修町 3-1-6

従 業 員 数：212名　 資 本 金：3億 100万円

事 業 内 容：香料の製造･販売･輸出入、化成品･飲食料品およびその諸原料の製造･販売、

　　　　　　医薬品･工業薬品その他化学製品の製造･販売

　塩野香料 株式会社

げていました。
この時期には香料の製造は化学工業とも密接な関わりを

持つようになり、その発展の一翼を担う存在になりつつあ
りました。関与する産業分野が広いことから「香料使用は
一国の文化のバロメーター」というような発想も生まれま
した。

香料の三つの柱で、そのうちの合成香料事業では、同社の長
い事業史に残る製品を数多く生み出してきました。

戦後はとくに輸出を主体とした事業を展開したが、1991
年頃からの急激な円高傾向などの影響もあって収益面に陰
りが見え始め、加えて外国製品の攻勢もあり、その先行きに
不安要素が目立つようになりました。

一方、同じ合成部門では医薬品原薬や農薬中間体、化粧品
基材など、香料以外の化成品製造も単独か、あるいは他社と
の共同開発で手掛けていました。関連産業の好調や高品質・
高付加価値指向が顧客から指示を得たこともあって順調に
業績を伸ばし、売り上げ面でも合成香料を凌ぐ勢いになりま
した。

こうした現状をふまえ、塩野香料は合成部門における香
料事業の縮小を進めるとともに、化成品を主体とした事業の
強化と発展を企図して新会社設立を決めました。

1996年12月、塩野香料は全額出資の新会社である「塩野
フィネス株式会社」を設立しました。社名の「フィネス」は
フランス語由来の英語fineから名付けたもので、「精密」「精
巧」「上質」などの意味を持ち、ファインケミカル事業分野に
おいて精密な化成品づくりを担う、という思いが込められて
います。

戦争の足音が近づく1941年、社名を「塩
野化工株式会社」に変更しました。時代の空気が窮屈に
なっていく中でもエッセンスや香料の製造を続けていまし
たが、「香料」という単語は戦時においては奢侈品という連
想を生み、社会に違和感を与えかねませんでした。

戦時中はやむを得ず香料を主要製品の位置から退け、社
名に「化工」とあるように、化学製品の製造を事業活動の新
しい軸とし、香料以外の分野へ生産技術を集中しなければ
なりませんでした。

1945年に終戦を迎えると、それはすなわち同社が「香料
の製造と販売」という本業へ立ち戻る機会が訪れたという
ことでもありました。1951年には社名を「塩野香料株式会
社」に復し、戦後における本格的な歩みをスタートさせま
した。

戦後、合成香料の製造をいち早く手掛けた同社は、以後
も香料の開発に力を入れ、製品を市場に送り出しました。

食品香料が「フレーバー」というのに対し、「フレグラン
ス」と呼ばれる化粧品香料は、石鹸や香水、化粧水、クリー
ム、整髪剤、洗剤、殺虫剤、靴クリーム、線香、塗料などの日
用品のほか、溶剤や可塑剤などの産業用素材にも用途を広

総合香料メーカーとしての塩野香料の
事業基盤を支えているのは、食品香料・化粧品香料・合成

塩野フィネス株式会社の設立

新たな事業に着手

1996年▶

船場には昔から「扇子商法」という言葉
があります。景気の拡大期には扇を広げ、後退期には小さく
畳んでおく。「時々の状況に応じて、経営方針も柔軟に変化
させていくべきだ」という考え方です。以来、塩野香料では
歴代当主の意思を受け継ぎ、扇子商法を胆に命じた商売を
行ってきました。

2022年には創業214年を迎えた同社。しなやかな扇のよう
に末広がりの企業を目指し、「誠実」をモットーに、お客様
に安心して使っていただける時代に合った商品を作り続け
ていきます。

創業200年以上の歴史―

扇印に込められた理念

2022年▶

1969年、繊維メーカーの帝人は大豆タン
パクによる人造肉を開発しました。しかし、出来上がった人
造肉は本物の肉に似た風味を付けなければ商品とはなりま
せん。そこで塩野香料では、人造肉用の呈味性香料を開発す
るための「AP（Artificial Protein＝人工蛋白）プロジェク
ト」を開始しました。

肉の風味づくりというのは、清涼飲料水のエッセンスや
チューインガム、ビスケットなどの食品香料ではなく、化粧
品香料でもない、まったく初めてのテーマでした。プロジェ
クトのスタート時には肉の風味を創製するために呈味性香
料を開発テーマに掲げたグループを設置しました。呈味性
香料とは「香りと味をあわせ持つ香料」という意味で、それ
までの香料の概念になかった新しい言葉でした。

開発グループでは、ミート風味のための素材としてベー
コンを利用し、肉らしい味わいを生む香料づくりに取り組
みました。試行錯誤を重ね、当初の目標とした「加熱した肉
と同じ風味を持つ」呈味性香料の開発に成功しました。こ
こで得た技術と経験は、のちに即席麺やレトルト食品など
の味と風味を高める呈味香料の分野で活かされることとな
りました。

呈味（ていみ）性香料という新分野へ

196９年 ▶

CI シリーズソフトサーバー

当時の大阪工場の調香室

連載‐第４回‐ Recommended by the president
経営者のおすすめをご紹介します

社長のRecommend
Pick Up！ 今月はおすすめの映画をご紹介します

関西産業　株式会社 代表取締役社長  児島 輝明 氏
●今月のご紹介者

『マネーボール』
2011年公開　主演︓ブラッド・ピット

［概要］
アメリカのプロ野球、全米約 30 球団の中でも下から数えたほ

うが早いといわれた弱小球団のアスレチックス。その球団のゼネ
ラルマネージャーが「マネーボール理論」という独自の理論にも
とづき改革を推し進め、常勝球団に育て上げた実在の男の半生を
描いた、感動的なヒューマンドラマ。
2011 年にアメリカで公開され、日本でも同年 11 月に公開。

日本での興行収入は約9億円で、第84回アカデミー賞では作品賞、
主演男優賞、助演男優賞、脚色賞、録音賞、編集賞にノミネート
された。

関西産業　株式会社

本　　社：滋賀県彦根市南川瀬町 1666
資 本 金：5,000 万円
従業員数：14 名
事業内容：バイオマス利活用プラントの

企画・開発・設計・販売
ホームページ：http://www.kansai-sangyo.co.jp

Ｑ１ この映画と出会ったときのシチュエーション
映画は大好きでよく観るのですが、主演のブラッ

ド・ピットは好きな俳優で、その中でも『マネーボー
ル』は特に好きな作品の一つです。実話ということ
で話題にもなっていたので、上映されていた当時に
映画館で観ました。

Ｑ２ どんなところが面白かったか
メジャーリーグ球団オークランド・アスレチッ

クスのＧＭ（ゼネラルマネージャー）に就任したビ
リー・ビーンが、統計学的手法を用いて、選手の総
年俸が最下位レベルの貧乏・弱小チームをプレー
オフ常連の強豪チームに作り上げていく熱いス
トーリーです。この映画が教えてくれた新しい思考
法は、野球だけでなくビジネスにも応用できます。
「金持ちと同じことをしても弱者は勝てない。」限ら
れた予算で、どのように金持ち球団に勝つのかとい
うところが面白い。従来の評価基準は打点や本塁打
を重視していましたが、ビリーは出塁率や長打率の
高さを重視し、他球団が見向きもしない年俸の安い
コストパフォーマンスの優れた選手を集めて、優勝

を争うチームを作っていきます。従来のやり方を踏
襲し続けることが本当のリスクだと教えてくれま
す。これまで誰もやってこなかった手法を取ること
で、周囲からの批判を受け、組織内でも軋轢を産み、
苦悩するシーンが印象的です。これは、野球以外に
おいてもよく起こることではないかと思います。ど
んな状況下でも、信念を曲げずに自分の意思を貫き
通すビリーに胸が熱くなります。
野球に詳しくなくても面白いと思います。世間か

らたたかれる父を心配して、娘がそっと歌をうたう
シーンはグッときます。奇跡的な記録を作る場面や
ラストも良い。音楽も良い。おすすめです。
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